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論文の内容の要旨
　微分作用素及びその一般化である擬微分作用素P（x，D）に対して，方程式P（x，D）u（x）＝f（x）の右辺f（x）
が無限回微分可能である開集合上で，必ずu（x）も無限回微分可能になるとき，P（x，D）は準楕円型であると呼
ばれる。準楕円性の研究は古くから偏微分方程式論の中心的なテーマの一つになっていて，多くの研究者によっ
て研究されてきた。
　本論文は大きく分けて2つの部分からなり，前半の部分においては，2重特性的な退化楕円型作用素のある種
のクラスに対して，作用素が準楕円型になるための十分条件について考察している。全特性的な作用素で係数が
無限次の零点を持つ場合をも込めて，著者はC班1e㎜anタイプのアプリオリ評価を導くことにより，準楕円型にな
るための十分条件を与えた。ここで与えられた結果は，これまでに得られていた結果を大巾に改良するものであ
る。例えば，ベクトル場の2乗の和である作用素は，そのベクトル場のつくるLie環が，各点でその点における接
空問に一致すれば準楕円型であることが知られているが（Hδmanderの定理），ある点においてすべてのベクトル
場が零になる（したがって，Lie環がその点において零ベクトルだけからなる）場合にも，ここでの結果を適用す
ることができる。
　前半部分で与えられた十分条件は，必要条件に十分に近いものと思われる。特殊な形をした作用素ではあるが，
この作用素に対して，前半部分において与えられた準楕円型のための十分条件が，必要条件にもなっていること
を，本論文の後半の部分において示している。必要条件であることを示すためには，通常，その条件が満たされ
ないと仮定して，アプリオリ評価を満たさない漸近解を構成する。しかしここで扱う作用素は全特性的であり，そ
の係数は無限次の零点を持ち，従来の方法では漸近解の構成は難しい。著者はA吋函数を用いることにより漸近
解を構成し，準楕円型のための十分条件が必要条件にもなっていることを示した。
審査の結果の要旨
　本論文において，著者は，全特性的な場合を含む退化楕円型作用素の準楕円性の十分条件の研究を，C孤1em鋤
タイプのアプリオリ評価の導出に帰着して，従来の十分条件を大巾に改良した。また必要条件の証明に関しても，
新しい手法を導入したことは高く評価できる。
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本論文は博士論文として十分に独創性があり，この分野への貢献が大であると認められる。
よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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